
終
戦
翌
年
の
一
九
四
六
（
昭
和
虹
）
年
一
月
三
○
日
の
朝
日
新
聞

に
〃
自
由
を
履
き
違
へ
た
・
「
夜
の
女
」
を
大
検
挙
・
ま
づ
十
八
名

を
槍
玉
に
〃
な
る
見
出
し
の
記
事
が
あ
る
。
文
中
の
警
視
庁
談
に

「
十
八
人
の
娘
た
ち
は
Ｍ
Ｐ
の
命
令
で
全
部
健
康
診
断
を
済
ま
せ

た
の
ち
、
甚
だ
し
い
も
の
二
・
三
名
を
除
い
て
帰
宅
さ
せ
。
…
：
」

云
々
。
翌
三
一
日
の
記
事
で
は
「
（
十
八
人
中
）
純
然
た
る
売
笑
婦

的
生
活
を
続
け
て
い
た
者
が
五
人
い
て
、
う
ち
四
人
は
花
柳
病
、

一
人
は
妊
娠
し
て
い
る
」
と
。
「
近
代
日
本
総
合
年
表
』
（
岩
波
書
店
）

で
は
同
年
一
月
二
八
日
「
警
視
庁
〈
夜
の
女
〉
十
八
人
初
検
挙
。

以
後
繰
り
返
し
狩
り
込
み
・
検
診
実
施
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
四
五
（
別
）
年
九
月
二
二
日
付
の
『
連
合
国
最
高

司
令
部
指
令
公
衆
衛
生
対
策
二
関
ス
ル
件
覚
書
」
に
あ
る
九
項
の

指
令
の
最
後
の
項
に
は
「
日
本
国
民
ノ
花
柳
病
撲
滅
二
特
二
努
力
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性
病
予
防
行
政
史

Ｉ
戦
後
の
激
動
期
を
中
心
に
Ｉ

ｊｌＵ
長
門
谷
洋
治

ｊ２
・
坂
上

俊
之

ス
ベ
シ
。
本
事
業
ハ
既
存
ノ
日
本
ノ
機
関
二
依
リ
ナ
サ
ル
ベ
シ
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
占
領
軍
・
米
国
の
占
領
政
策
を
示
し
た
も
の
で
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
進
駐
軍
の
疾
病
予
防
、
こ
こ
で
は
性
病
対
策
を
命

じ
て
い
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
上
記
記
事
中
に
Ｍ
Ｐ
（
米
国
憲
兵
）
が
出

て
く
る
の
で
あ
る
。
わ
が
内
務
省
は
敗
戦
直
後
の
同
年
八
月
一
八

日
に
地
方
長
官
あ
て
、
占
領
軍
向
け
性
的
慰
安
施
設
設
置
を
指
令

し
て
い
る
。
さ
ら
に
司
令
部
は
四
六
年
一
月
二
一
日
「
日
本
ニ
オ

ケ
ル
公
娼
廃
止
二
関
ス
ル
件
」
覚
書
を
発
し
、
内
務
省
は
翌
月
『
娼

妓
取
締
規
則
』
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
実
効
は
な
く
、
却
っ
て
街

娼
が
増
加
し
た
。

わ
が
国
で
は
二
七
（
２
）
年
に
『
花
柳
病
予
防
法
』
が
公
布
さ
れ

て
は
い
た
も
の
の
、
性
病
予
防
と
い
う
目
的
は
十
分
発
揮
さ
れ
て

お
ら
ず
、
上
記
四
五
年
の
覚
書
を
受
け
て
同
年
二
月
『
花
柳
病

予
防
法
特
例
』
を
公
布
し
、
新
た
に
一
般
人
も
そ
の
対
象
と
す
る

こ
と
と
、
医
師
の
届
出
を
規
定
し
た
。
こ
の
届
出
は
上
記
特
例
を

さ
ら
に
進
め
た
新
法
、
四
八
（
羽
）
年
七
月
公
布
の
「
性
病
予
防
法
」

で
は
医
師
の
義
務
と
し
、
違
反
に
対
す
る
罰
則
も
設
け
た
。
し
か

し
届
出
の
率
は
低
く
、
到
底
全
例
に
は
及
ば
な
い
。
た
だ
大
体
の

動
向
を
知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
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性
病
届
出
数
の
判
る
四
七
年
以
降
の
概
数
を
示
す
と
四
七
年
・

四
○
万
三
千
、
四
八
年
．
四
七
万
四
千
、
四
九
年
。
三
八
万
七
千
、

五
○
年
．
三
一
万
六
千
、
五
一
年
．
二
七
万
一
千
、
五
二
年
・
二

二
万
四
千
で
、
以
降
は
年
二
○
万
人
を
き
り
、
五
六
年
以
後
は
五

万
人
以
下
と
な
る
。

第
二
次
大
戦
中
、
軍
需
景
気
の
余
波
で
性
病
増
加
が
あ
っ
た
由

で
あ
る
が
、
戦
後
の
増
加
は
爆
発
的
と
い
う
べ
き
で
占
領
軍
の
そ

れ
が
杷
憂
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
は
癖
癬
患
者

も
多
発
し
、
大
学
病
院
は
じ
め
全
国
の
皮
層
科
・
泌
尿
器
科
・
性

病
科
な
ど
は
両
者
の
対
応
に
追
わ
れ
た
と
聞
く
。
占
領
軍
軍
人
が

わ
が
国
の
病
院
で
診
療
を
受
け
る
例
も
あ
っ
た
が
占
領
軍
軍
人
の

性
病
患
者
数
な
ど
の
発
表
は
な
い
。
な
お
上
記
記
事
で
は
〈
夜
の

女
〉
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ン
パ
ン
と
も
い
わ
れ
た
。
『
岩
波
国

語
辞
典
』
に
は
「
パ
ン
パ
ン
・
街
娼
、
第
二
次
大
戦
後
広
ま
っ
た

語
」
と
あ
る
。
彼
女
ら
の
相
手
の
か
な
り
が
占
領
軍
軍
人
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
性
病
の
急
減
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
出
現
に
負
う
と

大
阪
府
で
は
一
八
七
二
（
明
治
５
）
年
に
駆
梅
院
設
立
、
九
九
（
犯
）

年
大
阪
府
立
難
波
病
院
と
改
称
、
一
九
四
六
（
昭
和
皿
）
年
公
娼
制

こ
ろ
パ
か
々
夕
い
０

度
廃
止
に
よ
り
、
府
立
大
阪
病
院
と
一
般
病
院
に
転
換
、
た
だ
し

性
病
患
者
は
関
連
施
設
の
万
代
診
療
所
で
診
療
。
同
様
な
施
設
と

し
て
、
京
都
で
は
平
安
病
院
、
東
京
で
は
吉
原
病
院
な
ど
が
あ
っ

た
。

検
梅
の
最
初
は
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
、
英
人
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

横
浜
に
お
け
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
英
国
軍
隊
の
保
健
が

目
的
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
法
的
な
取
り
組
み
は
早
く
、
七
一
（
明

治
４
）
年
に
は
駆
梅
に
関
す
る
達
を
発
し
て
い
る
。

近
時
、
性
病
は
性
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
と
幅
広
く
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
「
性
病
予
防
法
』
も
伝
染
病
予
防
法
の
関
連
で
見
な

お
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
を
記
す
に
さ
い
し
寺
畑
喜
朔
・
濱
崎
克
己
両
氏
に
ご
助

言
．
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
謝
し
ま
す
。（

、
大
阪
府
豊
中
市
）

（
帥
京
都
府
城
陽
市
）
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